
 

紫 波 町 在 住 者 （ 就 学 の た め 町 内 か ら 転 出 し た 者 を 含 む ） で 、 令 和 ５ 年 ４ 月 に 高 等 学 校 、 高

等 専 門 学 校 、 専 修 学 校 （ 専 門 課 程 に 限 り ま す 。 ） 、 短 期 大 学 、 大 学 に 進 学 し 、 当 町 の 奨 学 金

の貸付 けを 希望 する 方 は、下 記に より書 類を 提出し て くだ さい 。  

 ま た 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 以 前 に 進 学 さ れ 、 現 在 、 在 学 中 の 方 に つ い て も 、 同 様 の 取 り 扱 い と

い たし ま す。  

 

 

 

 

 

１  提 出書類  

（１）  紫 波 町奨学金 貸付 申請書  (「申請書記 入のし か た」を 参 考に し てご 記入 くだ さい 。 ) 

（２）  奨 学 生推薦調 書 (令和５年３ 月ま で 在 学し た学校で 記入。本 人 開封無効 ) 

（３）  戸 籍 抄本ま たは戸 籍一部事 項証明 書 (申請者本 人の も の 。) 

（４）  健 康 診断書 (別添の様 式に より 、令和 ５年３ 月ま で 在学し た 学校又は 医療機 関で 記入。) 

（５）  所 得 課税証明 書 (同一世帯内で 学生 を 除く全 員分で す 。) 

（６）  資 産 証明書 (同一世帯内で 固 定資産 のあ る 方全員 分で す。 ) 

（７）  連 帯 保証人及 び保 証人 の所得課 税証明 書 

◎ 「連帯保 証人 」は 、 申請者 が 未成年 者 の 場合は 法定 代理 人、 成年者 の 場合 は父 、 母、 兄、

姉ま た はこれ に代わ る 者と し ま す。  

◎ 「保証 人 」 は、 原則 と し て町 内 に住 所を 有し 、独 立 の生 計を 営む 者 と し 、 奨学 金 の返 済能

力を 有する 者と し ま す 。（同 一世帯で 生 計が 一緒の 方は除 き ま す 。 ）  

（８）  在 学 証明書 （令和５年 ４月 に在学 又は 進学する 学校か ら受 け てく ださい 。）  

 ◎ 在学証明書 につい ては令 和 ５年 ４月 １０日（ 月） ま で にご 提出願 い ま す。  

提出が 間に合わ ない 場合はご 連 絡 くだ さい 。 

 

※１  提出書 類の （３ ） （５） （６ ）（ ７） につい て は、市 町村役場 等で 発行し てい ま す 。  

※２  提出書 類は、す べて 1 部ずつ 提出し てく ださい 。 ただし 、（ ５）及 び（ ６） につい て は、そ

の対象 者が ２人以 上い て、２ 枚以上 にな る 場 合も あり ま す。  

※３  審査上 、必要 が ある 場合 に は、上 記以 外の書 類のご 提出を い ただ く こと が あり ま す 。 

 

 

令和５年度紫波町奨学生志望のしおり 

紫波町奨学金は「貸付型の奨学金制度」です。 

卒業後に必ず返還する必要があります。 



 申請書類 は次 の方法 で 入手が可 能で す。  

  ・市町 村役場 窓口で の受取 （教育 委員会学 務課）  

  ・紫波 町ホ ーム ペー ジ（https://www.town.shiwa.iwate.jp/）か らダ ウ ンロ ード  

トッ プ ペー ジ＞組 織か ら探す ＞教育 部＞学 務課＞  

各種制度＞ 令和 5 年 度紫波町奨 学金 のお 知らせ  

 

２  対象 者 

（１） 学業 の成績 が優 秀で 性行が 善良で あ る 者 

（２） 心身と も 健全で あ る 者  

（３） 経済的 な理由 によ り就学 が困難で ある と 認め られ る 者  

（ 世 帯 の １ 年 間 の 収 入 が 一 定 基 準 以 下 の 者 。 基 準 は 、 日 本 学 生 支 援 機 構 ・ 岩 手 育 英 奨

学会に 準じ てい ま す 。 詳細は 、学務課 ま で お 問い 合わ せ くだ さい 。 ）  

 

３  申請 受付期 間  

令和５年３月１日(水)から令和５年３月２４日(金)午後５時まで（郵送可）   

※ ご 提出 い た だ き ま し た 書 類は 、採 否の 如何に 関わ ら ず返却 い たし ま せん ので ご 了 承願い

ま す 。 

 

４  提出 先  

紫波町教育委員会事務局 学務課（紫波町役場 ３階） 

  （住所：〒０２８－３３９２ 紫波町紫波中央駅前二丁目３番地１） 

 

５  貸付 決定  

採否の 決定は 、令和 ５ 年５月上 旬の 予定で 、 郵送に て通知い たし ま す。  

※ 応募者多 数の 場合、 基準を 満 たし てい ても 貸 付決定 枠の 関係で 採用 され ない 場合 が 

あ りま す ので 、 予め ご 了 承願い ま す 。  

 

６  貸付 金額  

（１） 高等学 校      月額 ２万円 （県外 ３万 円）  

（２） 高等専 門学校    月額 ３万円  

（３） 専修学 校(専 門)  月額 ３万円  

（４） 短期大 学      月額 ３万円 （県外 ４万 円）  

（５） 大   学       月額 ３万円 （県外 ４万 円）  

※ 大学院へ の進 学は貸 付け の対象 にな りま せ ん 。 

 



７  貸付 期間及 び貸 付方 法  

新 し く 奨 学 生 と な っ た 方 に つ い て は 、 奨 学 生 （ 本 人 ） 名 義 の 口 座 に 、 修 業 年 限 ま で 毎 月

15 日（こ の日 が銀行 の 休業日 の場合 は、そ の 前日と し ま す。 ） に奨 学金を 振り 込みい たし ま

す。  

但 し 、 貸 付 け 最 初 の 月 （ ４ 月 分 ） に つ い て は 、 ５ 月 下 旬 に ２ か 月 分 を ま と め て 口 座 振 込 み

い たし ま す。 

 

８  奨学 金の返 還  

奨 学 金 の 貸 付 け が 終 了 し た 月 の 翌 月 か ら 起 算 し 、 正 規 の 修 業 年 限 の ２ 倍 に 相 当 す る 期 間

以内に 返還い た だき ま す。（ 例： ４年制大 学→ ８年以内 に返 還）   

奨 学 金 は 無 利 子 、 全 額 返 還 で す 。 た だ し 、 定 め ら れ た 期 間 内 に 返 還 い た だ け な い 場 合 に

は 、延 滞金が 発生し ま す 。 

 

９  そ の 他  

採 用 後 、 中 途 退 学 等 奨 学 生 の 資 格 に 欠 け る 事 由 が な い 限 り 、 最 短 修 学 期 間 内 に お い て 、

在 学 校 卒 業 ま で 貸 付け を 継 続 す る こ と がで き ま す が 、 継 続 貸 付 けの た め 、 毎 学 年 末 に 在学 す

る 学校長 が発行 する 学 業成績証明 書の 提出 が必要 にな りま す 。  

 

 

  

紫波町 の奨学金 事業 は、紫 波町奨学 金貸 付基金及び 本奨学 金 貸付け終 了者か ら の  

返還金で 運用 され てい ま す。貸 付けを 受 けた 方が返 還し なけれ ば 、 新た に奨学金 を 必要  

と する 方 に貸付 けする こと が 困難 になり ま す ので 、確 実に 返還し な けれ ばなりま せん 。  

奨学金や修 学資金 の 融資は 、当町 の奨学 金のほ か 、各 種団体や 学校で も 行っ てい ま  

す。 採 用条件や 貸付 条件（金 額・返 還期間 等）が そ れ ぞれ 異 なり ま すので 、 比較検 討の  

う え 申請する こと を お すすめ し ま す。  

 

 

※ご 不明な 点は 、下記 ま で お問い 合わ せ 下さ い 。 

 

 

 

 

《  お問い 合わ せ先 》  

紫波町教育 委員会 事 務局 学 務課  

電話 ０１ ９－ ６７ ２－ ２ １１ １（内 線３ １５ ２）  

 ０ １９－ ６ ７２－ ５ ２１ ９ （直通 ）  

  E-Mail gakumu@town.shiwa.iwate.jp 



紫波町奨学生推薦基準  
 
 
１ 人物について  
  学習活動その他生活の全般を通じて態度、行動が生徒にふさわしく、将来良

識ある社会人として活動できる見込みがあること。  
 

（１）「態度、行動が生徒にふさわしく」とは、校内、校外の生活を通じて規律  
を重んじ、向学心に富み、意志が固く、かつ、道徳的悪傾向（虚偽・利己・ 
放逸・怠惰・無責任等）がないと認められることを意味する。  

（２）「良識ある社会人」とは、一般的な意味のほかに奨学金返還についても十  
分な責任感があると認められる者を意味する。  

 
２ 健康について  

別に提出を求める健康診断書により、修学に十分耐え得るものと認められ  
 ること。  
 
３ 学力及び素質について  
  中学校、高等学校、大学等における学習成績が優秀であること。  
 
４ 経済的事由により、就学に困難があると認められる者を対象とし、当該学生

の父母等扶養義務者の所得が一定の基準（日本学生支援機構・岩手育英奨学会

の推薦基準に準ずる）以下であること。  


